笑しながら 人人の 話に 耳 を 傾けて いると き、 一番 有力 

者の 市長の 前へ 静に 出て いつ て 全く 理由 もな く 突然 そ 

の巿 長の 鼻 を 摑んで 振り 廻す ところが ある。 しかも、 

そのと きの スタブ 口 ー ギンの 表情 は その 動作 を 起す 前 

と 少しも 違わず にこやか なの だ。 この 心理 を 説明す る 

場合に 作者の ドスト ェ フス キイ は 常に 一 言 も 語らない _ 

全く 後味の 悪い 作で ある。 梶は スイスに 起った シュ— 

ルリア リストの 発会式 の 事実 を 確実 に スタブ 口 ー ギン 

の 影響と 見て いる。 もし 間違いで あれば 少く とも 同質 

の 心理 脈の 系統 だと 思って いる。 

梶は 以上の 話 をして 興味の ない 顔 をす る 友人に は 次 



ポケットから 出して、 これ 一 つの 値段 は 一 銭で あるけ 

れ ども 政府 はこれ を 六 銭で われわれに 売って いると 云 

う。 梶 はこの 経済 上のから くりに 興味 を 感じた ので ハ 

ン ガリア 人 を 使って 種種の 方面から 験べ てみ た。 する 

と、 その マッチ 一箇の 値段の 中から 意外に も 複雑な 

しょうこん 

ョ ー 口 ツバの 傷痕が 続続と 露出して 来た。 しかも そ 

の 事実 は 全く 経済 上の シ ュ —ルリア リズムの 発会式と 

も 云うべき もので あり、 知性が 最も 非理 智 的な 行動 を 

とらざる を 得ぬ 現今 ョ— ロッパ の 見本の ようで も あ つ 

た。 あたかも それ は 事実 を 書く ことが 一 番 確実な 諷刺 

となる がごと き 日本の ロマンチシズムと 一 致して いる _ 



がら 梶の 傍まで 来る と 優しく 梶に 握手 をして 彼の 横へ 

腰 を 降ろした。 イヴ ァ アル. ク ロイ ゲルの 令嬢で ある 

この ツァラ ァ 夫人 は、 集った 婦人た ちの 中で は 最も 優 

雅な 人であった ばかりで はない、 梶 がそれ まで 見た 多 

くの パリ— の 婦人た ちの 中で も 第 一 流の 美しい 婦人で 

あつたが、 その 静な 表情 や 品位の ある 眼 もとは、 あま 

り 出歩かない 日本の 貴族の ように 血統の 美し さ を湛ぇ 

ていた。 まことに 幽艷な 婦人で ある。 

「どうぞ、 これめ し 上れ」 

夫人 は梶 にと きどき 葡萄酒 をす すめて 自分 も 飲んだ。 

広間から さして 来る 光りが 夫人の 横顔 を 鮮明に 浮き 上 



想 の 発会式 を 行 つた ツァラ ァが、 今 その 行為 に 内容 を 

吹き 与えた が) J とき 左翼の 思想 に 新し さ を 発見し た マ J 

と は、 再び 完全に 世の 義理 人情 を 否定す る 現実 上の 発 

会式 を 行った ような ものであった。 つまり 彼に あって 

は、 彼の 超現実主義と 云う 知性への 反抗が 一層 反抗の 

度 を 強めた 超現実主義 になった まで だ。 

集った 者た ちの 間に 葡萄酒が 新しく 注がれた とき、 

一 人の 女 詩人が 盛装して 新しく 這 入って 来た。 一 同 は 

その 方 を 振り返って 軽く 手 を 上げる と、 また それぞれ 

の 会話 をつ づけて いった。 すると、 今まで 梶の 横で 誰 

とも 話さなかった むつ つりした 一 人の 婦人が 不意に 梶 



ないかぎ り、 どのような 思想 も 行為 も 無駄と なります 

から、 そのために 秩序が 乱れる 恐れが 生じる と、 これ 

を 枯らして しまう 自然と いう 恐ろしい 力が あるので す _ 

この 自然力 は 物理的な もので、 ョ ー 口 ツバの 知性 も 日 

本へ 侵入して 来る 度に、 この 自然力と 争わねば ならぬ 

のです。 つまり、 日本 はいかなる 思想 も 物 も それ を 選 

択 する 場合に 個人の 意志で は 出来ません。 自然力に 任 

せて これの 命ずる ままに 従わねば ならぬ のです。 個人 

の 役に立たぬ そのような 日本で は、 従って 第 一番の 芸 

術 家 や 思想家 は 自然と いう 秩序です。 日本の 左翼 も自 

然 発生から 自然 消滅の 形 をと つて 進行して いますが、 



はどうい う 国です か。 僕 は 他の 国の ことなら どこの 国 

で も 多少 は 想像が ついてい るの だけれ ども、 日本 だけ 

は 少しも 分らない」 

静に 低く 云いながら 梶を 見る ツァラ ァの眼 は 射る よ 

うに 光って いた。 物 云うた びに、 梶は 自分が 日本人で 

ある こと を 意識せ ずに は 何事 も 出来ぬ 気苦労 をョ— 

口 ツバへ 来て 新しく 感じた が、 殊に 日本 を どのような 

国 かと 訊かれる 質問に 対して はいつ も 一 番彼は 困る の 

であった。 しかし、 それでも 梶はー 口で 日本 を 巧妙に 

きょしんたんかい 

説明し なければ ならぬ 危ぃ橋 を 渡る の だ。 虚心坦懐と 

は 日本で - J そ 最も 高貴な 精神と されて いるが、 ここで 



「やれやれ」 

梶は 浴衣に 着換えてから 奥の 十一 一畳の 畳の 上に ひつ 

ちまなこ 

くり 返って 庭 を 見た。 日本人が 血眼に なって 騒いで 来 

たョ ー 口 ツバの 文化が あれだった のかと 思う と、 それ 

まで 妙に 卑屈に な つ ていた 自分が 優しく 哀れに 曇って 

見えて 来る のだった。 梶の 組み上げ ていた 片足の 冷え 

はす 力 あか 

冷えす る 指先の 方で、 妻の 芳江 は羞 しそうに 顔を赧 

ら めながら、 

「 お 手紙 度度 ありが とうご ざいました」 と 礼 をのべ た _ 

「そんなに 出した かね」 

芳江は 返事に 困った ような 表情で 黙って いた。 梶は 



を 感じる のであった。 虚無と いい、 思想と いう も、 み 

な 見て 来た あの 世界より 他に はない の だと 思う と、 夢 

うつつ の) J とく あれ これと 思い描いて いた 今 ま での 世 

の 中が、 一 瞬に して かき 消えた ように 思われた。 

「いったい、 どこ を 自分 はう ろうろ している のだろう _ 

この 自分の 坐って いる 所 は、 これ や 何とい う 所だろう」 

梶は浦 島太郎 のように 妻子の 前で あるに も 拘 らず、 

ときどき 左右 を きょろきょろ 見廻した。 全く 自分の 見 

て 来た もの も 知らずに まだ 前と 同じ 良人 だと 自分 を 

思って いる 妻の 芳 江が、 このと き 何となく 梶には 憐れ 

に 見えて ならなかった。 



「お前 はいった い 何者 だ」 

妻 や 子供 を 見ながら こう 云う 気持ちが 起って は、 以 

後の 生活の 不安 も 意想外な ところに 根 を 張って いる も 

の だと、 梶は 身の 周囲 を 取り 包んで いる 漠 とした 得体 

の 知れない 不 伝導体 を ごし ごし 擦り 落しに かかった が、 

ふと 前に 一 足 触った 芳 江の 皮膚の 柔 かな 感触 だけが、 

うそ ひらめ 

噓 のよう なう つ つの 世界から 強く さし 閃 いている の 

を 感じる と、 触覚ば かり を 頼りに 生きて いる 生物の 真 

実 さが、 何より 有難 いこの 世の 実物の 手 ごた えだと 思 

のぞ 

われて、 今 さら 子供の 生れて 来た 秘密の 奥も靦 かれた 

気楽 さに 立ち戻り、 また ごろり と 手： re のま ま 横にな つ 



た。 

世界の どこかに 自分の 子供が あると いう こと は、 全 

く 捨て置き 難い。 この 地 を 愛せず してなる もの か。 I 

I 南無、 天地、 仏 神、 健かに まし まし 給え。 敵 や 悪魔 

くるみ 

を 払い 給えと、 梶は 胡桃の 葉 かげから きらめく 日光に 

眼 を 射られながら、 空の 青 さ 広さに 大の 字と なリ、 畳 

の 上の 喜ばし さに 再び きょろきょろと 飽かず 周囲 を 見 

廻した。 

今まで 度度 東北 地方へ 来た にも拘らず、 梶 はこの 度 

ほどこの 地方の 美し さ を 感じた ことはなかった。 親子 



奇奇怪怪の 場所で もあった。 一度び 問題が ここに 触れ 

けんそう きわ 

よう ものなら 知識階級 は 総立ちに な つ て 暄騒を 極める 

の だ。 今や また 梶が 帰って みれば ヒ ュ— マ 二 ズムの 論 

しさ い 

議が 沸き立ち 上って いる 最中で あつたが、 これ も 仔細 

に 眺めて いると、 種族の 知性と 論理の 国際 性との 分別 

ち -っ ち ■ つ 

し 難い 暗黒面から 立ち 昇って いる 濛濛 とした 煙で あつ 

た。 

すべての 知識階級の 者た ち は、 頭の 中に それぞれ こ 

の 暗い 穴を開けられた まま 歩いて いた。 歩く 彼らの 足 

つき や 方角 を 見て いると、 誰も 彼 も 勝手の 悪そう な 顔 



て、 ョ— 口 ツバの 知性の いかなる 最高の ものが これ を 

笑い 得る であろう か。 —— - 

梶 はこの ように 思いながら 間もなく 東京の 自分の 家 

へ 帰って来た。 

梶が 東京の 我が家へ 初めて 戻った とき は 季節 は 寒さ 

に 向って いた。 彼が 帰って 家の 周囲 を 見渡す と 今まで 

の 広い 空地 は どこに も なくなり、 東西南北 家が ぎつ し 

わず はんとし 

リ 建って いた。 僅か 半 歳 あまりに このように 人家の 密 

ぼうちょう リ よく 

集す る 都市の 膨脹 力 を 思う と、 半 歳の 間の 日本の 変 

化 も 実は これと同じに ちがいな いと 梶は 思って 驚いた。 



家の 掃除 を させて いる 間、 梶は 久しぶりに 一 人巿 見物 

に 出て いった。 すると、 あれほど 大都会の 中心 を 誇つ 

きたな 

ていた 銀座 は 全く 低く 汚 く 見る 影 もなか つ た。 

「これが 銀座だった のか」 

梶 はしば らく 街 を 見廻して 立って いたが、 寒そう に 

吹く 風の 中 を モダンな 姿で 歩く 人影 も、 どこの 国の 

まね しょうじょう さび たた 

真似 ともなく 一 種す すけた 蕭 条 とした 淋し さ を湛ぇ 

ていた。 梶は 日本の 文化 は 物の 中 側に ある 知的 文化が 

特長 だと 常に 思って いたが、 しかし、 外から 見かけた 

, J の 貧寒 さ を 取り除け るた めに は、 少なから ざる 虚栄 

心の 濫費 をし なければ 西欧に 追つ つける もので はな 



重役で ありながら このような こと を 云う 友人の 顔 を 

す さま 

見ながら、 梶は 日本の 変化の 凄 じさ を 今 さら 見事 だ 

とまた ここで も 感服す るの だ つ た。 

彼 は 事) ，1 とに このごろの 日本に 感服す る 自分 を f J れ 

はどうした ことで あろうかと 思った。 寝 足りた 朝の よ 

うに 平凡な 雑草まで 眼 をと めて 眺めた いのは、 これ は 

自分 も 一 人前に 成長して 来たから だと 思われた。 

梶が 友人と 別れて 帰って来た とき はもう 夜に な つ て 

いた。 家の 掃除 も 引き越し も 無事に 出来 上って いたの 

で 一 同 夕食 をと ろうとして 茶の間へ 集った。 すると、 

それまで 外で遊ん でいた 長男 は 帰って来 たが、 次男の 



子供の 姿 を 見る と 何も 云わずに その 傍 を 通りぬ けて 奥 

の 間へ 這 入ろうと した。 

「交番の 椅子に ぼんやり ひとり 腰かけて いたんで すつ 

て。 早くお 礼 を 云って きて ちょうだい」 

こうしば らくして 梶は芳 江に 注意され た。 しかし、 

梶は 容易に 身体が 動かな か つ た。 

「早く 行つ てら つ しゃる 方が 良いです ね」 

と 手伝いの 人が また 云った。 そんな 事は梶 とて 百 も 

承知で あつたが、 全く 空虚に なって いる 現在の 自分の 

楽し さ を 思う と、 ョ ー 口 ツバ 旅行の 楽し さな ど 比較に 

ならぬ と 思って 恍 11 としてい ると きであった から、 芳 
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